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演奏会によせて 坂本 是忠

東京外国語大学におけるサークル活動は学生数の少ないためか、 各汁ークルとも部員を確保することに
非常な努力をしているようである。 はなぱなしく活動 を始めたサークルも、主体となって活躍した学生の
卒業と共に、 数年て下火となってしまったり、 ひどい時には解体してしまうものまでIあるようてiある。東
外大オーケストラも、 かつて20年ほど前には部員が一名になってしまった事もあるという。この様な状態
から、 レコードコンサ 卜を開き、 クラシック音楽に関心のある学生を一人一人部員に勧誘し、 皆んなてI
小遣いを出し合って楽器を揃えたり、 借りたりして、一歩一歩足場を固めて再出発したサークルだけに、
体系はもとより、 活動 内容も毎年下ることなく前進を続けて来ているように思われる。現在7 0名を優に越
すメンバー数を有し、 演奏する曲によってはメンパ が多すぎて割りふるのに困っている有様は、 実に頼
もしい活躍振りと言えよう。

この様に部員がしっかり団結出来るのも、 その半数が大学に入ってから楽器を手にした初心者で、 先ず
楽器を使えるようにする基礎段階からの指導が、 上級生と下級生とのつながりを深め、 又以前から楽器を
習っていた者と初めての者との助け合う心のきづなを作り、 更に新しく取り組む事になった曲に全部員が
一体となって向って行く、 という好循環を生んでいるからだと思われる。

音楽は集団社会に住む現代人の心のオアシスと言えよう。どのように辛い時でも音楽lま心を慰め励まし
てくれる不思議な力を持っている。しかし人によって好む音楽が異なる事もあり、 又全く自分の出番が無
い曲が選ぱ1れる事もあろう。 しかしながらこれら部員の気持を知りながら、 現実の実力や全体のバランス

を考えて、 オーケストラをまとめて行く苦しさも又、 大変なもの τあろう。この苦しみはいわば社会の縮
図とも言えるもので、 まとめる者もまとめられる者もお互いに助け合っていかなければうまく行かない経

験 の場であろう。 この様な体験は今後どのような社会に出ても生かせるものでIあり、 どんなに苦しい難関
にぶつかっても挫けることのない人聞を造っていると思われる。 東外大オ ケス卜ラは東外大におけるオ
アシスとして、 勉強と研究に疲れた学生を励まし慰めてほしいと思う。

第四固定期演奏会を迎えるにあたって、 私は今迄に卒業されたO Bの方々や、 色々御指導下さった方々、
又暖かく御支援下さって本日御参会頂いた方々に厚く御礼申し上げると共に、 今後共よろしく御願い申し
上げ1ます。 又現部員の今後の活躍を期待し毎年絶えることなく美しく、 心暖まる音色を、 学内に響かせて
ほしいと願っている次第τあります。 （東京外国語大学学長）

外語オ
ーケス トラを聴いた歓び 中嶋 嶺雄

一度是非聴いてみたい、 と思いながら、 多忙にまぎれて、 その機会を失していた私は、昨年5月の第11
固定期演奏会（都市センター・ホール）をようやく聴くことができた。 出し物はベートーベンの 交響曲
「英雄」であったが、 細かな講評はさしおいて感想を記すなら、 よくもここまで外語オケは成長したものだ、
との歓ぴて当夜は深い感銘を受けたことを 語らねばIならない。

かれこれもう20年もまえ、 私が学生の頃ーは 、 オーケストラ部がまだ正式に確立していなかったが、 上級

生に素晴しいトランペット奏者の桑村さん（C）、 どんな楽器でも器用にこなし、 作曲も編曲もまさに即
興的だった今村さん（I)などの音楽好きがいて、 ともかくオーケストラを「編成」していた。私は正式
なメンバーではなかったが、 弾き手不足のためか、 2年生のときの外語祭てIはコンサ←卜 ・ マスターをや
らされた。曲目は、 「アイネ・クライネ・・・・・・」とか「ぺルシャの市場にて」とか「トランペッ卜吹きの子
守歌」といった初歩的なものだったと思う。 8年生のときの外語祭には、私が中野公会堂てi独奏したけれ
ども、 曲目は、 モ ツ ア ルトの「ロンド・イ長調」、ウィ二アフスキーの「語詩Jのほか、 モーツアルトのヴァ
イオリン ・ ソナタ35番を弾いたような気がするし、第2部ては「トロイメライj 「ユモレスクJなどのポ
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ピュラーなピ スをいくつか弾いた記憶がある。 おのずと水準が知れるであろうが、 当時、 学友会の委員
長だった私にたいして、 聴衆のあいだから「勤評反対ノ」と声援が飛んだりしたものである。

それにひきかえ、 今日の外語オーケストラは、 堂々たる 2管編成てiあるし、 弦は総勢50名に近いてはな
いか。 いつか私の授業に出ていた外語オケのM媛は、私が『文義春秋』（1974年 3 月号）に書いたエグセ
イ「私とヴァ イオリン」に刺激されて外語の中国科を選んだと上手なお世辞をいってくれたが、近頃の学
生諸君は本を読まなくなったかわりに、 音楽の技術的水準は大いに高まっており、 ともかく、 私にとって
は感銘深い一夜τあった。

外語オケを聴いた翌週、 私は「中国と国連」と題する国際シンポジ ウムに招かれてウィーンにも日間滞
在していた。 5月はちょうど、 ウィーン・フェスティパルが始まるところだった。 到着早々、 ウィーンの

「外交ア力デミ 」て講義したその夜lま、 ウィーン ・ フィルの”ブラームスのタベ”で、 交響曲第4番と
待望のM ·ポリ 二演奏のピ アノ協奏曲第2番を聴いた。

翌々夜は ウィーン・シンフォ二力だったがモーツ ア ルトのジュピターとブルックナーの交響曲第9番の
組み合せは、やはりウィーンならではのものであろう。 ギ ウフィ二の指揮が大変素晴しく、 ブルックナー
が圧巻だったが、 ウィーン・シンフ定二力の演奏は、 ウィーン・フィルにくらべるとやはり大雑把で、 外

語オケも、 この ウィーンのコンサー卜・ホールのような素晴しい＜会場雰囲気＞のなかでI演奏したら、 ひ
ょっとするとウィーン ・シンフォニカくらいには肉迫て！きるかもしれない、 と数日前の外語オケの演奏を
想い浮かべた次第τある。 （東外大教授， 国際関係論・現代中国学）

指揮者紹介 広井 隆

南弘明、 保科洋両氏に作曲を学び、 また三石精一氏に
指揮法を学ぶ。 東京芸大入学後、 ピアノを松浦豊明、 松
野景一、 指揮を金子登、 Erwin Born 、 渡辺暁雄諸氏に
師事。 昭和49年、 安宅賞受賞。 現在、 東京芸大を卒業し、
二期会オペラ、 東京室内歌劇場、 東京放送合唱団、 佼成
ウインドオーケストラ、 藤原歌劇研究所等の指揮をとっ
ている。

広井さんが外大オケに来られて、 今年て6年目。 決して短い年月ではない。 その広井さんが、 今回の定
演を最後に外大の常任指揮者をおりられる⑤ クラブての4 年間（もしくはそれ以上）を広井さんと共に過
ごした連中lこは感慨無量であろう。 それだけ広井さんの「音楽」ゃ考え方lま我々に大きな影響を与えて来
たのだから・…・・。

広井さんが振り始めた頃のオケl立、 決して演奏技術のすぐれた連中の工リート集団ではなかったし、 現
在もそうである。 しかしヘタクソな人間違（僕も含めてjが、 音楽をやめようとしなかったのは広井さん
のおかげともいえる。 コンパの席てi音符も読めない部員を前にして「音楽」を真剣に語ってくれている広
井さんを見ることがよくあった。 夜を明かして語りあったこともあった。 とにかく、 どんな人間にも話し
かけ、 オケの中に入って来てくれたのでIある。

しかし広井さんの求める音楽はあくまでも高く、我オケはなかなかそれに答えられない。 何とか”音楽”
にしようと苦労されて来た広井さんは、 ひょっとしたらバトンタッチされる指揮者にこう言われるかも知
れない。 一一外大オケは苦労するよ、 と。

何はともあれ、 広井さん長い間御苦労様、 そして、 本当にありがとうございました。 (Mou) 
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